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	Acrobat: 
	School Name: 四天王寺高等学校
	Year 1: [1]
	Year 3: [--]
	Year 2: [--]
	Kanji 2: 
	Kana 2: 
	Kanji 1: 舟戸　藍里
	Kana 1: ふなと　あいり
	Kanji 3: 
	Kana 3: 
	Title: ともだちが　いれば　どんなひだって！
	TT 2: 〈ちょっと　キツネの　いえに　いこう〉アライグマは　かんがえました。
〈キツネの　いえには　いつも　たまごが　あるんだ。だって　キツネは　にわとりを　かっているからね〉

キツネは　おもいきり　せのびを　していました。
「なにを　しているの？」アライグマは　ききました。
「もうすぐ　ここらで　あめが　ふるの」キツネは　いいました。「だから　あたし、やねを　なおさなくちゃ　いけないのに、ぜんぜん　てが　とどかない」
「じゃあ、アナグマの　いえに　いこう。アナグマは　なんでも　もってるから____ぜったい　はしごも　あるよ」
	TT 3: ふたりは　アナグマの　いえへと　むかいます。
〈キツネと　いっしょに　あるくことは　さいこうだ！〉アライグマは　おもいました。

アナグマは　うんうん　うなって　いました。クロスワードパズルに　あたまを　なやませて　いたのです。
「あまい　みつの　むし、ヒントは　４もじ。これは　なんだ？」アナグマは　ふたりに　ききました。

「うーん、みつに　かんけいが　あること　なら、クマに　きいたほうが　いいんじゃない？ほら、クマの　いえに　いきましょうよ」キツネは　いいました。
	TT 4: アライグマ、キツネ、アナグマは　クマが　すんでいる　もりに　むかって　はらっぱを　すすみます。

とちゅう、３にんは　ブラックベリーの　しげみを　みつけたので、すこし　きゅうけい。
〈アナグマ、アライグマと　いっしょに　ピクニックを　することは　さいこうだ！〉キツネは　おもいました。

クマは　いえに　いませんでした。でも　ラッキー！カラスが　クマの　いるところを　しっていました。
「クマに　あうなら、かわを　くだって！くだって！」

	TT 5: アライグマ、キツネ、アナグマ、そして　カラスは　かわを　めざします。
〈アライグマ、キツネ、カラスと　いっしょに　がけのぼりを　するのは　さいこうだ！〉アナグマは　おもいました。

クマは　かわべで　つりを　していました。


	TT 6: クマは　ともだちが　きて　くれたのを　みて　とても　よろこびました。
「わあ、みんな！きてくれたんだ！」

「なにか　つれた？」キツネが　ききました。
「ううん、まだなにも」

「なにを　つりたいの？」アライグマが　ききました。
「スズキよ。おおきな　さかな　なの」
「エサは　なにを　つかって　つっているの？グルグル　まわるやつ？それとも　こざかなと　そっくりな　やつ？」カラスが　ききました。
「ミミズよ」クマは　こたえます。「でも　ぜんぜん　つれないの」
	TT 7: しばらく　みんなで　じーーっと　まちます。
〈アライグマ、キツネ、アナグマ、クマと　いっしょに　つりを　するのは　さいこうだ！〉カラスは　おもいました。
それから　また、まって　まって　まって　みたけれど、さおは　ぴくりとも　しません。

「ためしに　ちがう　エサを　つかって　みたら　どうだ？たぶん…ブラックベリーとか」アナグマからの　アドバイス。
「ブラックベリー！？あはは、それじゃあ　さかなは　つれないわ」クマは　いいます。「つりに　ひつよう　なのは　がまんよ」
	TT 8: アナグマは　つりに　くわしく　ありません。そして　キツネは　がまんが　にがて　でした。

「あたしの　てで　スズキを　つかまえて　みせるわ！すぐ　つかまえて　きてあげる！」

そういうと　キツネは　ぴょーんっと　かわに　とびこみました。


	TT 9: キツネは　いっしょうけんめい　がんばりましたが、いっぴきも　つかまえられません。

でも　みずの　なかは　とっても　たのしそう。
アライグマも　ぴょんと　かわに　とびこみました。アナグマと　キツネも　つづきます。さいごに　クマも　どぼん。
みずの　なかは　すごく　きもちがいいです。

〈アライグマ、キツネ、アナグマ、カラスと　いっしょに　およぐことは　さいこうだ！〉クマは　おもいました。
	TT 10: そのあとは　みんなで　あたたかい　たいようの　したに　ねころがって、びしょびしょの　けがわと　はねを　かわかします。

そのあいだに　クマが　むずかしい　クロスワードパズルを　といて　くれました。

そらが　オレンジ色に　なるころ、5にんは　いえへと　あるきだしました。
まだ　いくつか　やらなきゃいけないことが　のこって　いますよね。
	TT 11: アナグマの　はしごを　かりて…


	TT 12: キツネの　いえの　やねを　なおして…

そして　たまごを　いくつか　もらい…。


	TT 13: さいごは　アライグマの　いえで、みんなで　りんごケーキを　つくります。

１つは　キツネ、アライグマ、アナグマ、カラスで　わけっこで　たべます。もう１つは　まるまる　クマが　ひとりで。
クマは　からだが　おおきいから、アライグマたちよりも　たくさん　たべるのです。
ケーキが　やけたら、さあ　みんなで　いただきます。

なんて　すてきな　ゆうぐれどきの　すごしかた　なのでしょう。


「「「「「なんて　すばらしくて　さいこうな　いちにち！」」」」」
	TT 1: このこは　アライグマ。
アライグマは　とっても　たいくつ　していました。

いつもは　わくわくする　ほんを　よんだり、ちょっとした　うんどうを　するのだけれど。

それでも　たいくつだったり、きぶんが　すっきり　しないときが　あります。そんなときは　りんごのケーキを　つくる　じかんです。

さあ　つくろうと　したとき。けれど　アライグマの　いえに　たまごは　ありませんでした。
	Comment 2: この絵本は登場人物が他と比べると多いように感じたので、それぞれの個性の出し方を会話だけで出すのが難しかったです。
また、どこまで原文と離れて意訳をして良いのかの線引が難しく、そこにかなり時間がかかりました。
	Comment 1: 自分が理解できる言葉を無意識に使いそうになるので、できる限り対象年齢に合わせた言葉の使い方を意識しました。かつ成長してから読んでも違和感を感じない言葉選びを目指しました。
	Comment 3: このような機会がなければ、恐らく一生絵本を「翻訳する」ことは無かっただろうと思います。なのでとても新鮮で楽しかったですし、参考にするために家にあった絵本を読み返したりもしたので懐かしい気分を味わえました。
	Button6: 


